
将来ビジョンは、区長が区内の基礎自治行政を総合的に推進していく上で、「地域としての区のめざすべき将来像」、
「将来像の実現に向けた施策展開の方向性」などをとりまとめ、区民の方々に明らかにするものです。城東区将来ビジョン 主な取組み

魅力あるまちづくり

１ 人と人がつながり、城東区を誇りに思えるコミュニティ豊かなまちに

【将来像】 「住んでよかったと思えるまち～人が輝き活気にあふれ、まちに愛着があること～」
【基本理念】 将来像の実現を進めていくにあたって、基本となる考え方、理念を定め、これを基礎として、各施策・取組を進めていきます。

① 人と人がふれあい、きずなを大切にし、地域全体で支え合う 「温かいまち」
② 住民のみなさん一人ひとりが考え、つくりあげる 「住民主体のまち」
③ 誰もが穏やかに日々を過ごすことができる 「安心なまち」

【取組期間】 平成30年度(2018)～令和4年度(2022)
【施策の方向性と内容】

地域におけるつながりを通じたまちづくり

自助・共助を基本とした災害に強いまちづくり

２ 地域で支えあう安全で安心なまちに

犯罪の少ない安全で安心なまちづくり

城東区マスコットキャラクター
コスモちゃん

令和4年5月31日現在

【主な取組み】
・アイラブ城北川実行委員会、はなびとコスモスタッフ等緑化ボランティア、城東区ゆめ～まち～未来
会議、スポーツレクリエーション協会等スポーツ関係団体、人権啓発推進員、生涯学習推進員と
いった各種団体、学校園が実施する文化芸術活動、健康づくり事業を支援
・キャンドルナイトin城北川 ・種から育てる地域の花づくり事業 ・緑化リーダー育成講習会
・城東区ゆめ～まち～未来事業の開催支援 ・吹奏楽フェスティバル
・各種区民スポーツ大会の開催支援
・人権サミットの開催 ・生涯学習フェスティバルの開催

【主な取組み】
・毎月21日を「災害に備える日と定め、防災に関するさまざまな情報発信を実施
・防災サミットの開催
・水害時避難ビルの確保（74か所、避難可能人数78,116人）及びマップの作成
・マンホールトイレ設置場所マップの作成
・地域ごとの防災マップの作成支援と、必要に応じた防災計画のブラッシュアップ支援
・避難訓練をはじめとする各地域の防災訓練の開催支援
・区作成の小・中学生向けDVDによる防災学習の実施、防災かるたの作成
・自主防災組織が取り組む 災害時に避難支援が必要な方の個別避難計画
の作成支援

【主な取組み】
・全16地域活動協議会と区長の意見交換会を開催し、課題収集と個別アドバイス等を実施
・区広報誌「ふれあい城東」において、地域活動協議会の意義、機能にかかる情報発信、地
域活動の紹介記事掲載
・城東区公式YouTube「城東チャンネル」において地域連携関連動画を配信
・新たな生活様式を意識した地域活動支援の実施、地域活動の再開ガイドライン城東区版
を策定、感染防止の注意事項を周知
・コミュニティ回収・ペットボトル回収の実施に向けた環境事業センター説明会のコーディネートを
実施

【主な取組み】
・防犯カメラの設置及び適正管理の実施
・青色防犯パトロールカーによる区内巡視、歳末夜間パトロールを実施
・子ども110番の家や子ども見守り活動等への積極的支援
・自転車盗防止及びひったくり防止カバー配布キャンペーンを区内各所で実施
・警察等と連携した「ALL城東‼特殊詐欺被害防止プロジェクト」での取り組み
・犯罪発生件数の総件数が減少（令和元年1,370件→令和3年1,025件）

資料２



【施策の方向性と内容】

３ 安心して子育てができ、心豊かに力強く未来を切り拓く子どもを育むまちづくり

４ 地域が支えあい、住みなれた場所で安心して暮らせるまちへ

子どもたちの可能性を育むまちづくり子育て世帯が安心して、生み育て、働くことができるまちへ

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるまちへ高齢者、障がい者、子どもを地域が互いに見守り、支えあうまちへ

令和4年5月31日現在

【主な取組み】
・待機児童数ゼロの実現（平成29年4月1日現在55名→令和4年4月1日0名）
・0歳児家庭見守り支援事業やこどもサポートネット等切れ目のない子育て支援事業の実施
・子育てサロンとの連携（０歳児事業利用者の引継・専門職の訪問相談）や絵本スポット
の設置・拡充による、親子で楽しめ、気軽に集えるような子育て支援事業等の開催
・区広報誌での子育て支援情報の充実や、子育て応援情報誌「わくわく城東」の発行、子
育て応援アプリ「わくわく」の開始・利用促進

【主な取組み】
・「地域サポーター」を中心に、地域における要配慮者の情報収集等、災害時要配慮者支
援を推進
・「推進コーディネーター」を中心に、各校下において地域の実情に応じた多様な取組みの推
進支援を実施
・認知症カフェなど新たな地域福祉活動を促進するコーディネーターを配置し事業を展開
・認知症予防の取組みとともに、認知症サポーター、オレンジサポーター・パートナーなど、地域
における支援者の拡充と関係機関の連携による支援の強化
・支援が必要な高齢者、障がい者などの名簿整備など、要援護者情報の整備
・支援が必要な世帯等への専門的対応

【主な取組み】
・民間事業者の活力を生かし塾代助成を活用した城東区内中学生の学習支援（中学生
夜間学習会「JOTO塾」の実施）
・不登校等の状況にある小・中学性の受け皿となる居場所づくりや学習支援、再登校への
支援（不登校児童生徒支援事業「JOTOふらっと教室」の実施
・城東区「いじめ撲滅宣言」の策定（令和2年8月1日）
・「いじめ不登校防止対策チーム」専用窓口やヤングケアラー連絡窓口の設置
・城東区いじめ・不登校サミットの開催
・局と連携したスクールカウンセラーの活用

【主な取組み】
・「在宅医療・介護連携推進会議」の継続的開催、具体的事例を多職種で協議する「多
職種研修会（リモート形式）」実施、コーディネーター配置による医療・介護専門職への相
談支援など、医療・介護関係機関の円滑な連携体制の構築
・城東区地域福祉プランー地域福祉の増進と地域共生社会の実現のために―（令和4年
度～6年度）の策定
・「こころの声」リーフレットの活用等を通じた地域包括支援システムについて区民の認識向上
を推進


